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Abstract Larval development and diapause of the alien nymphalid butterfly Hestina assimilis as- 
similis, which was accidentally introduced into Kanagawa Prefecture, central Japan were investigated 
under various photoperiodic conditions at 20°C or 25°C. The larval diapause, which was linked 
with the formation of a short horn head, was frequently induced at the 4th-instar by a short photope- 
riod of 12L-12D or less, and averted by a long photoperiod of 14L-10D or more at 20'C. The critical 
photoperiod was around at 13L-11D. At 25°C, although larval diapause was induced by short pho- 
toperiods, its ratio was about 5096 and some short horn individuals did not enter diapause. This is 
in contrast with the cases of many temperate native Japanese butterfly species where diapause is 
completely induced under such conditions, suggesting that this population may have come from 
warm temperate or nearly subtropical regions located at a rather low latitude. In addition, develop- 
ment during middle larval life was greatly retarded under an intermediate photoperiod such as 13L- 
11D. This retardation may be important in synchronizing their life cycle with seasonal changes in 
air temperature and day-length, but it remains unclear whether this functions fully in the climatic 
conditions of central Japan, which are unfamiliar to this butterfly. 
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アカ ボ シ ゴ マダ ラ Hestina assimilis (タテ ハチ ョ ウ 科 , コ ムラ サキ 亜 科 ) は 東 ア ジア の 亜熱帯 か ら 温 帯域 
に か け て 分 布 す る . 本 種 は 分 類 学 的 に は 3 TÉ (assimilis, formosana, shirakii) に 区 別 さ れ , 日 本 で は 奄美 
諸島 に 亜 種 shirakii が 分 布 す る (福田 ら , 1984; 森川 , 200 D). 奄美 個体 群 で は , 成 政 は 年 に 数 回 発生 し , 越 
Aix Xm Spr cie c 2 78, 成虫 に は 季節 型 が み ら れ な い . ほ ば 10 年 前 に 神奈 川 県 に お いて 発見 され た ア 
カボ シゴ マダ ラ は , 日 本 の 奄美 庄 島 に 分 布 す る 個体 群 と は 形態 的 に も 生態 的 に も 異な り , "PELA Be a 
DAREM assimilis と みな され る (岩野 , 2005; 白水 , 2006). すなわち , 大 陸 産 (若林 , 1992; 増井 ・ 猪 叉 , 
1997; 森下 , 1997) と 同様 に , 神奈 川 県 産 の 成虫 は 発生 する 座 節 に より 超 の 色彩 パタ ー ン が 顕著 に 異な 
り ( 春 型 ・ 夏 型 ), 越冬 幼虫 で は 頭 部 の 角 状 突起 が 非 越冬 幼虫 より も か な り 短 く な る . 本 亜 種 の 日 本 へ の 
侵入 は 自然 的 分 布 の 拡大 に よる の で は な s, 人 為 的 な 原因 に よる こと が 指摘 され て いる H, 2005). 


神奈 川 県 で 発見 され た アカ ボ シ ゴ マダ ラ 個 体 群 は 最近 , 個体 数 を 急激 に 増加 させ , 近隣 の 東京 都 や 埼玉 
県 に も 進出 する な ど 分 布 域 を 拡大 し て いる (岩野 ・ 菅 井 , 2007). 本 個体 群 が こ の よう に 比較 的 短期 間 の 
間 に 急 激 に 個体 数 を 増加 させ た 原因 は 何 な の か , その 原産 地 は どこ な の か , 近 縁 種 で ある ゴマ ダラ チョ 
ウ Hestina japonica な ど 在 来 の 種 を 駆逐 する 恐れ は な い の か , 生息 地 の 生 態 系 へ の 影響 は どう な の で 
あろ うか , な ど 解 明 す べき 問題 が 多々 存在 する . この た め に は , 生息 地域 の 生態 系 調査 , 本 個体 群 の 環境 
適応 性 や 繁殖 力 な どの 在 来 種 と の 比較 調査 な ど , 生理 的 ・ 生 態 的 ・ 遺 伝 釣 な ど さ ま ざま な 面 か ら の 
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研究 が 要求 され る . 


一 般 に , 貞 類 を 始め と する 昆虫 の 発育 や 休眠 な どの ライ フサ イク ル の 調節 は 遺伝 的 基盤 を 持ち 生息 地 
の 気候 や 季節 の 変化 に 適応 し て 進化 し て きた も の で あり , その 調節 を 制御 する 主 な 環境 要因 と し て 
光 周 期 や 温度 な ど が , さま ざま な 昆虫 種 で 研究 され て きた (Masaki et al., 1986; Danks, 1987; 正木 ・ 矢 
田 , 1988). また, これ まで に も 日 本 列島 に 国外 か ら 侵 入 し て きた ホソ オチ ョ ウ Sericinus montela や オオ 
モン シン ロナ チョ ウ Pieris brassicae な どの 外来 種 に つい て その 光 周 性 や 休眠 が 実験 的 に 調査 きれ , 原産 地 
の 推定 が 行わ れ た (Tani, 1994; 橋本 ・ 八 谷 , 2006). この よう な アプ ロー チ は 神奈 川 県 に お いて 発見 され 
た アカ ボ シ ゴ マダ ラ が 今後 日 本 の 気候 に 適応 する こと が で きる の か , さら に は 本 個体 群 の 原産 地 は ど 
の 地域 で ある の か , な ど を 理解 する の に 有効 で ある こと が 期待 きれ る . 


我々 は 今回 , 本 個体 群 の 気候 適 応 に つい て の 基礎 デー タ を 得る 目的 で , 幼虫 の 休眠 や 発育 に 対す る 日 長 
や 温度 の 影響 を 飼育 条件 下 に お いて 調査 し た . 





材料 と 方 法 


2006 年 6 月 か ら 9 月 に か け て 鎌倉 市 お よび 藤沢 市 に お いて 採集 し た アカ ボ シ ゴ マダ ラ 万 assimilis as- 
similis の 成虫 雌 を 室内 に お いて 産卵 させ , OTHER E ERLO. 12 5388 E COZDBI VA 
チッ ク カ ッ プ (直径 11 cm x 深 さ 6cm) 内 に お いて 数 頭 の グル ー プ で 飼育 L, 4 齢 以降 は 同じ サイ ズ の 容 
突 内 に お いて 1 頭 ずつ 飼育 し た . 幼虫 の 館 に は エノキ Celtis sinensis の 生葉 を 与え , 1-2 日 毎 に 新しい 
葉 と 交換 し た . 


幼虫 は ふ化 後 , 200C ま た は 25*C の 温度 条件 の も と で , さま ざま な 日 長 (10L-14D, 12L-12D, 13L-11D, 
14L-10D, 16L-8D) 下 で 飼育 し た . 野 期 も 幼虫 期 に 引き 続い て 同じ 条件 下 に 置い た . Xp o o c dt 
の 有無 を 毎日 記録 し た . 休眠 生起 の 判定 は , 体 色 の 褐色 化 に 続く 摂 食 活動 の 停止 に より 行っ た . さら 
に , 本 種 で も 近 縁 の 2 種 ( 汐 津 , 1977: Kato and Hasegawa, 1984) と 同様 に , (KB XJ iR (EL LC Ai) Cit 
頭 部 の 角 状 突起 が 同 齢 の 非 休眠 幼虫 より も 短く な る の で , これ ら の 幼虫 の 角 状 突起 長 お よび 頭 部 幅 
を , WE (1977) の 方 法 に 基づい て ノギス (ミツ トヨ 社 製 ) で 測定 し , 両者 の 比率 か ら 2 つの 型 ( 短 角 型 と 
長 角 型 ) を 区 別 し た . 


結果 
20°C お よび 25°C に お ける 各 日 長 下 で の 幼虫 の 発育 状況 


1) 1iiiz^ 5 3 ii 


20°C の 場合 , 各 日 長 下 で は ふ化 か ら 3 齢 へ の 脱皮 まで の 発育 期間 は 大 き な 差 異 は みち られ な か っ た (Fig. 
1A). し か し , 3 齢 期間 は 14L-10D お よび 16L-8D の 比較 的 長い 日 長 よ り も 10L-14D お よび 12L-12D の 
比較 的 短い 日 長 下 の 方 が 長く な る 傾向 を 示し た . 一 方 , 13L-11D の 中 間 的 日 長 下 で は 3 区 期 間 は 大 幅 
に 延長 し , 4 齢 脱肛 まで に 70 日 を 要する 個体 が 生じ た . 


25°C Til, 1-3 iip O GA RI (200€ の 場合 より も 短く な っ た が , 12L-12D 以下 の 日 長 で は 20°C の 場合 と 
同様 に 齢 期間 は 多少 長く な る 傾向 を 示し た (Fig. 1B). 一 方 , 13L-11D の 中 間 的 日 長 下 で は , 幼虫 の 発育 
期間 (特に 2-3 齢 ) は 大 幅 に 延長 し , 4 齢 脱 肥 まで に 110 日 に も 及ぶ 個体 が 出現 し た . 


2) A ifi 2^ D 5 o 


20'C の 場合 , 幼虫 の 発育 は 12L-12D 以下 の 日 長 で は 多く の 幼虫 は 次 第 に 摂 食 量 が 減少 し , 体 色 が 褐色 
に 変化 する と 共に 発育 を 停止 し , 休眠 状態 に 入っ た (Fig. 2A). し か し , 14L-10D 以上 の 日 長 下 で は その 
よう な 変化 は 見 られ ず , すべ て の 幼虫 が 踊 化 し た . また , 13L-11D の 中 間 的 日 長 下 で は 12L-12D 以下 の 
場合 と 同様 に 幼虫 の 発育 が 停止 し 休眠 に 入る 個体 が 少数 生じ た . 


25*C の 場合 , 幼虫 発育 は 20°C の 場合 と は 多少 異な っ て いた Fig. 2B). すなわち , 13L-11D の 日 長 以 下 で 
は か な り の 数 の 4 齢 は 体 色 変化 や 摂 食 の 低下 に 続い て 休眠 状態 に 入っ た が , 残り は 5 齢 , 5 iz ll 
化す る 個体 が 出現 し た . 一 方 , 16L-8D 下 で は 幼虫 は 順調 に $ 齢 へ 脱皮 し , 10-20 HIREL. また , 
14L-10D の 日 長 下 で は , 多く の 幼虫 は 順調 に 発育 し, ELED, 発育 遅延 を 示し た も の も 一 部 み ら れ た . 
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Fig. 1. Developmental profile from the first instar till third instar under various photoperiods at 
20'C (A) and 25'C (B). 
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(A) 20°C 
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20'C (A) and 25'C (B). 
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Fig. 2. Developmental profile from the fourth instar till later stages under various photoperiods at 
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Fig. 3. Photoperiodic response curves for the induction of short horn type and diapause occurrence 
in the fourth instar larvae at 20°C and 25°C. Sample size=12-22 each. 
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Fig. 3 に 示す よう に すべ て の 幼虫 が 休眠 に 入っ た 20*C・12L-12D の 条件 で 飼育 し た 4 齢 幼虫 , お よび 
3 ACOÓ nd A 5 7z2»o7:20C€.16L-8D で 飼育 し た 4 齢 幼虫 の 測定 結果 を 基準 と し て , 短 
角 型 お よび 長 角 型 を 判定 し た . 幼虫 頭 幅 は 両者 で 差異 は 認め られ な か っ た が , 角 状 突起 長 / 頭 幅 は 両者 
で 明瞭 に 区 別 さ れ た (Table 1). し た が っ て , その 比率 が ほぼ 1.5 以 上 を 長 角 型 , 1.1 以下 を 短 角 型 と み 
な し た . ちなみに ,5 齢 で 休眠 し た 少数 の 幼虫 も 短 角 型 で あっ な た (L/W=0.94+0.06; N=10). 


Table 2 に 示す よう に , 同じ 型 の 幼虫 で も 日 長 と 温度 に より 齢 期間 が 変異 する 傾向 を 示し た が , 特に , 
休眠 に 入ら な か っ た 長 角 型 幼虫 で それ が 顕 着 で あっ た . 


1) 長 角 型 幼虫 


20 で 飼育 で は , 13L-11D か ら 16L-8D の 日 長 下 に お いて 4 齢 長 角 型 の 齢 期間 は ほぼ 6-7 日 (中 央 値 ) で 
あっ た が , ば ら つ き が み ら れ その 幅 は 日 長 が 短く な る ほど 齢 期間 が 延び る 傾向 を 示し た . 一 方 , 10L- 
14D の 短 日 日 長 下 で 生じ た 長 角 型 の 齢 期間 は 18.5 日 と な り , 13L-11D 以上 の も の より も 長い 傾向 を 示 
L7:.25Cfs 8 clà,16L-SDORHHdTFidBvcBaimi55 日 で あり , ば ら つ きも 少な か っ た . し か 








Table 1. Horn length (L), head width (W) and their ratio (L/W) in the 
4th-instar larvae of Hestina assimilis assimilis reared under 
10L-14D or 16L-8D at 20°C. 


Photoperiod N Horn length (L) Head width (W) Ratio (L/W) 


12L-12D 20 3.03+0.27 3.15+0.49 0.96+0.08 
(2.57-3.01) (2.46-3.60) (0.77-1.05) 
16L-8D 22 5.33+0.37 3.21+0.15 1.66+0.04 
(4.88-5.96) (2.98-3.47) (1.54-1.82) 


Values show mean+ SD (min-max). 
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Table 2. Duration of the 4th instar period in the larvae of the long-horn and short-horn 
types under various photoperiods at 20°C or 25°C. 








Long horn (days) Short horn (days) 
Temperature (C) Photoperiod N median (min-max)  N median* (min-max)* 
20'C 10L 2 18.5 (12-25) 15 20 (11-35) 
12L 0 ー ー 20 16.5 (9-38) 
13L 4 6 (5-26) 15 33 (26-60) 
14L 24 7 (4-22) 0 - ー 
16L 22 6.5 (4-10) 0 ー ー 
25'C 10L 6 12 (6-15) 8 37 (25-50) 
12L 5 12 (5-15) 12 30 (15-35) 
13L 6 10 (4-21) 6 51 (24-58) 
14L 15 6 (4-36) 0 ー ー 
16L 20 5.5 (3-6) 0 ー ー 





*: Larval duration till diapause occurrence. 


し それ より も 短い 日 長 下 で は 齢 期間 は 逆 に 長く な り , 特に 14L-10D O H RTF TIKIR LRL IEEE RE 
する 個体 が 生じ た . 


2) 短 角 型 幼虫 


20°C 飼育 で は , 12L-12D 以下 の 短 日 日 長 下 に お いて 休眠 に 入る まで の 期間 は ほぼ 10 日 か ら 40 日 を 要 し 
た (中 央 値 : 16.5-20 H) が , 13L-11D と いう 中 間 的 日 長 下 で は その 期間 の 中 央 値 は 33 日 と 長く , 変異 幅 
も 25 日 か ら 60 日 と 大 きか っ た . 25*C 飼 育 で は , 短 日 日 長 下 で は , 休眠 に 入る まで の 期間 15 日 か ら 30 
日 を 愛し た (中 央 値 : 30-37 日 ). 一 方 , 13L-11D の 日 長 下 で その 期間 の 中 央 値 は $1 日 と な っ た が , Ze 
は 短 日 の 場合 と ほ ば 同様 で あっ た . 5 lS OO LE LS] b O3 5 UE UR STER Ze MR TR] e 7R L. 


光 周 反応 曲線 


Fig. 3 は , 4 齢 幼虫 に お ける 20'C じ お よび 25*C で の 短 角 型 お よび 幼虫 休眠 の 出現 に 関与 する 光 周 反応 有 曲 
線 を 示す .20'C に お いて は , 短 角 型 の 出現 お よび それ に 続く 幼虫 休眠 の 生起 は 10L-14D, 12L-12D の 日 
長 下 で は ほぼ 同様 の 割合 で 生じ , その 値 は 90-100% を 示し た . 一 方 , 14L-10D, 16L-8D の 日 長 下 で は 短 
角 型 お よび 幼虫 休眠 は まっ た く < 生じ な か っ た . 13L-11D の 日 長 下 で は 。 短 角 型 幼虫 の 割合 は ほぼ 80% 
を , 休眠 幼虫 の 割合 は は ぼ 50% を 示し た . 一 方 , 25*C の 温度 条件 下 に お いて は , 短 角 型 お よび 休眠 幼虫 
の 出現 は 13L-11D ま た は それ 以下 の 日 長 で み ら れ た が , その 割合 は いずれ も 20C の 場合 より も 低く , 
短 角 型 に つい て は ほぼ 350-70%, 休眠 生起 の 割合 は ほら に 低く ほぼ 40-50% で あっ た . 休眠 誘起 に 関与 す 
る 臨界 日 長 は ほぼ 20'*C で は 13L-11D, 25°C Tit 13.5L-10.5D で あっ た . 





議 


3b 


本 研究 は , 外来 亜 種 で ある 神奈川 県 産 ] アカ ボ シ ゴ マダ ラ に お ける 幼虫 休眠 の 誘起 に お ける 日 長 
と 温度 の 関与 を 実験 的 に 調べ た も の で ある . 他 の 多く の 日 本 産 蝶 類 (正木 ・ 矢 田 , 1988) と 同様 に , 本 個 
体 群 に お いて も 短 日 日 長 は 幼虫 休眠 を 誘起 し , 長 日 日 長 は 休眠 を 回 避 す る こと が 明らか と な っ た . そ の 
臨界 日 長 は 20'C で は 13 時間, 25°C で は 13.5 時間 で あっ た . この 値 は 他 の 日 本 産 チ ョ ウ 類 の も の と よ 
く 似 て お り , これ まで に 本 個体 群 が 温帯 日 本 に 定着 する こと の で きた 大 き な 要 因 の 一 つ で ある と 推察 
され る . 


し か し , 本 個体 群 で は 休眠 誘起 に 対し て 温度 の 影響 が 強く 現れ た . すなわち , 20°C で は 休眠 率 は 
90-100% と 高い 値 を 示し た が , より 高い 温度 の 25〈C 下 で は 休眠 し た 幼虫 は ほぼ 半分 の 40-50% と 減少 
し た . また 短 角 型 幼虫 が 誘起 され て も 実際 に 休眠 に 入ら ず に 成長 する 個体 が か な り 出 現し た . それ ゆえ , 
アカ ボン シ ゴマ ダラ で は 短 角 型 幼虫 が 実際 に 休眠 に 入る に は 継続 し て 短 日 日 長 ま た は 冷涼 な 温度 に 喋 
され る 必要 が ある と 考え られ る . これ は 近 縁 種 の オオ ムラ サキ (Kato and Hasegawa, 1984) や ゴマ ダラ 
チョ ウ (WE, 1977), さら に は 日 本 の 温帯 城 に 生息 する 多く の チョ ッ ウ 類 (正木 ・ 矢 田 , 1987: 加藤 ・ 遠 藤 
2005) と は 対照 的 で あり , 多く の 種 で は 25°C 下 に お いて る も 休眠 率 は 高く , これ ら の 温度 範囲 内 で は 光 周 
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効果 は は っ きり と 現れ る . そ れ ゆ え , 外来 亜 種 の アカ ボ シ ゴ マダ ラ は 部 分 的 で ある が , 日 本 の 温帯 域 の 
気候 に 適応 し きれ て いな いこ と を 示唆 する . この 仮説 は 野外 で の 観察 か ら も 支持 され る . すなわち , 本 
種 の 発生 回 数 は ほぼ 年 3 回 で ある が , 一 部 の 幼虫 は 晩秋 に お いて も 休眠 に 入る こと な く , 4 化 目 が 羽 
化す る と いう こと が 報告 され て いる (岩野 ・ 菅 井 ,2007). お そら く こ れ ら の 個体 は 繁殖 し 次 世代 を 生産 
する こと は ほとん と 不可 能 で ある . 今後 , 本 個体 群 が 自然 海 汰 な どの 要因 に より 日 本 の 温 常 気 候 に さら 
に 適合 し た 生活 サイ クル を 形作る か , それ と も 個体 群 の 縮小 を 迫 ら れる か 興味 深い 問題 が 提起 され る . 


さら に , MAAE] アカ ボ シ ゴ マダ ラ 幼 虫 に お いて も 13L-11D や 14L-10D の よう な 中 間 的 日 長 下 
で は 成長 遅延 が 起こ り , 大 幅 に 幼虫 期間 が 延長 する こと が 明らか と な っ た . この よう な こと は 近 縁 種 で 
ある オオ ムラ サキ (Kato and Hasegawa, 1984; Kato, 1987) や ゴマ ダラ チョ ウ (WÈ, 1977) の 場合 に も 知ら 
れ て いる . これ ら の チョ ウ 類 で は , この よう な 発育 遅延 は ライ フサ イク ル を 自然 の 季節 変化 に 同調 させ 
る た め の し くみ と 考え られ , 特に オオ ムラ サキ で は 年 1 化 の 発生 を 可能 に し て いる 重要 な メカ ニズム 
と みな され て いる (加藤 , 19885). すなわち , 自然 条件 下 で は この よう な 日 長 が み ら れ る の は 大 体 8 月頃 
で あり , 来る べき 休眠 決定 の 時 期 を 遅らせ て 早期 休眠 の 突 人 人, お よび その 逆 に 秋 に お ける 成虫 の 出現 を 
回 避 し て いる た めで あろ う . な ぜ な ら ば 季節 的 に 早 す ぎる 休眠 突入 は エネ ルギー を 消耗 する L, また 冬 
が 迫っ て いる 頃 の 成虫 出現 は 次 世代 を 不可 能 と な る . し か し , 外来 種 で ある アカ ボ シ ゴ マダ ラ は 成長 遅 
延 と いう 能力 を 持ち な が ら 一 部 の 個体 は 前 述 し た よう に , 晩秋 で の 成長 や 遇 化 を 余儀 な くさ れ て い 
る . し た が っ て , この よう な 発育 遅延 に よる ライ フサ イク ル の 調節 が , 現時 点 で は 関東 地方 南部 の 野 
外 環境 に お いて は いま だ 十分 に 機能 し て いな いよ うに 思え る . 今後 実験 条件 下 で み ら れ た よう な 成長 
遅延 が 自然 条件 下 に お いて も 起こ っ て いる の か 人 否 か を 調べ る 必要 が ある . 


南西 諸島 な どの 亜熱帯 日 本 に 生息 する 種 の 光 周 反応 は 温度 の 影響 を 強く 受け や すい こと が , クロ ア 
ゲハ や モン シロ チョ ウ な どの 亜熱帯 個体 税 な ど びに お いて 知ら れ て いる (Ichinose, 1979; 橋本 , 1996; 
Hashimoto, 2002). Z これ ら の 個体 群 の 休眠 誘起 は 短 日 下 に お いて も , 特に 25*C の よう な 比較 的 高い 温 
度 に より 回 避 さ れ や すい . それ ゆえ , 「 神 奈川 県 産 |] アカ ボ シ ゴ マダ ラ は 比較 的 低い 緯度 の 暖 温 常 域 ま 
た は 亜 熱 淀 気候 域 に 由来 する こと が 示唆 され る . 


日 本 列島 に 生息 する コム ラサ キ 亜 科 の 種 は , オオ ムラ サキ , ゴマ ダラ チョ ウ , アカ ボ シ ゴ マダ ラ , コム ラ 
サキ の 4 種 で ある . これ ら の うち で 休眠 や 光 周 反応 が 比較 的 よく 調べ られ て いる の は オオ ムラ サキ と 
ゴマ ダラ チョ ウ で ある (正木 ・ 矢 田 , 1988; 加藤 ・ 遠 藤 、2005)、 いずれ の 2 種 も 休眠 幼虫 は 典型 的 な 短 角 
型 の 形態 を 示 し , 体 色 変 化 後に 休眠 に 入る . この よう な 特徴 は 「 神 奈川 県 産 ] アカ ボ シ ゴ マダ ラ に お い 
て も 同様 で あっ た . ちなみに 奄美 亜 種 や 台湾 亜 種 の アカ ボ シ ゴ マダ ラ の 幼虫 休眠 は 4 齢 で 起こ り 褐 色 
化 を 伴う が , 幼虫 の 角 状 突起 の 短縮 化 の レベ ル は 比較 的 低く , さら に これ ら の 個体 群 の 幼虫 は , 20*C ・ 
10L-14D と いう 冷温 で 短 日 日 長 の 飼育 環境 下 に お いて も 休眠 に 入る 割合 は 比較 的 少な い ( 未 発表 デー 
y) この よう に 近 緑 種 韻 や 異な る 個体 群 間 に お いて み ら れ る , 休眠 齢 期 の お ける 形態 や 休眠 生起 の 変 
異 は び の よう に 生じ た の か , さら に それ は 何ら か の 生態 学 的 意味 を 有する の か , 種 や 個体 群 の 分 化 を 理 
解す る 上 で 興味 ある 現象 と いえ る . 








MEE 


本 研究 を 行う に あたり , 材料 昆虫 や その 情報 の 入手 に あたり 本 学会 会 員 菅 井 忠雄 氏 に 大 変 お 世 語 に 
な り ま し た . この 場 を 借り て 深謝 致し ます . 
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Summary 


1) Larval development and diapause of the nymphalid butterfly Hestina assimilis assimilis accidentally intro- 
duced into the Kanagawa Prefecture, central Japan, and then persisting there, were investigated in laboratory 
conditions. 


2) Wild adult females were caught from June through September, 2006 in Kanagawa Prefecture, and their off- 
spring were used for rearing experiments. 


3) Larval diapause, which was linked with the formation of a short horn head and a body color change, was 
mainly induced at the 4th-instar by a short photoperiod of 12L-12D or less, and averted by a long photoperiod 
of 14L-10D or more at 20°C. The critical photoperiod was approximately 13L-11D at 20°C. 


4) At 25°C, although the larval diapause was induced by short photoperiods, its ratio was about 5096 and some 
of the short horn individuals did not enter diapause. The critical photoperiod was 13.5L-10.5D at 25°C. 


5) This behavior is in contrast with the cases of many native temperate Japanese butterfly species where dia- 
pause is completely induced under such conditions, suggesting that this population may have come from 
warm temperate or nearly subtropical regions located at a rather low latitude. 


6) Further, development and growth around middle larval life were greatly retarded under an intermediate 
photoperiod such as 13L-11D. This retardation may be important in synchronizing their life cycle with seasonal 
changes in air temperature and day-length, but it remains unclear whether this functions fully in the climatic 
conditions of central Japan, which are unfamiliar to this butterfly. 
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